
  

  

１．平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第１四半期  16,434  17.8  81  －  46  －  18  －

22年3月期第１四半期  13,948  △31.3  △558  －  △615  －  △826  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年3月期第１四半期  0  61  －      

22年3月期第１四半期  △26  92  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第１四半期  36,344  12,559  34.6  411  52

22年3月期  36,866  12,822  34.8  420  12

（参考）自己資本 23年3月期第１四半期 12,559百万円 22年3月期 12,822百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年3月期  －       1 00 －     1 00  2  00

23年3月期  －      

23年3月期（予想）  2 00 －     2 00  4  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  33,000  7.9  400  －  330  －  290  －  9  50

通期  68,000  4.1  970  53.8  830  92.6  720  410.2  23  59



  

４．その他（詳細は、［添付資料］４ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規        社 （社名）                        、除外        社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 平成22年５月12日発表の第２四半期累計期間及び通期連結業績予想を修正しておりません。上記の予想は、現時点

で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後のさまざまな要因によって異なる可能性がありま

す。 

  

－ －

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期１Ｑ 31,935,458株 22年3月期 31,935,458株

②  期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 1,415,041株 22年3月期 1,414,289株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 30,520,734株 22年3月期１Ｑ 30,723,833株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期におけるわが国経済は、中国をはじめとするアジア経済の成長に牽引され、ゆるやかな回復基調

に転じておりますが、雇用情勢や個人消費は引き続き厳しい状況下にあります。また欧州諸国の財政悪化や米国景

気の懸念等による円高基調も加わり、先行きは不透明な状況で推移いたしました。 

 このような情勢の下で、当社グループが持つそれぞれの機能の融合と、グループ間及び部門間相互の連携によ

り、積極的な営業活動を推進するとともに、前期に引き続き諸経費の削減など収益改善に努めました。 

  

 以上の結果、当第１四半期の売上高は164億３千４百万円、前年同期に比べて17.8％の増収、営業利益は８千１

百万円（前年同期営業損失５億５千８百万円）、経常利益は４千６百万円（前年同期経常損失６億１千５百万

円）、四半期純利益は１千８百万円（前年同期四半期純損失８億２千６百万円）という成績になりました。 

  

セグメントの概況は次のとおりです 

  

（商事部門） 

①半導体事業 

 半導体事業では、供給面でタイト感が続く中、マイコン、ASICは自動車関連向けが環境対応車や中国をはじ

めとする新興国市場への販売、国内及び北米地域への販売好調により順調に推移いたしました。 

 デジタル家電向けは国内及び中国、欧米の主要市場向けに堅調を持続いたしました。パソコン用DVDレコー

ダー向けレーザーダイオードは、引き続き好調に推移し、パワーデバイスも産業機関連、白物家電ともに海外

向けが伸張し好調に推移いたしました。  

②電子デバイス事業 

 電子デバイス事業は、EMS事業のデジタルカメラ等電池保護モジュール基板、民生用各種電子部品が好調に

推移いたしましたが、携帯電話用カメラモジュール他向け希土類マグネットは低調となりました。  

③電子材料事業 

 電子材料事業は、銅地金の価格が堅調に推移するなか、デジタルTV、スマートフォン、ブルーレイディスク

用コネクター向けならびに半導体向けなどの金属材料が好調に推移いたしました。  

④FAシステム事業 

 FAシステム事業は、半導体製造装置向け及びハードディスク製造装置向けFAシステム機器が好調に推移し、

NC装置、配電制御機器も好調に推移いたしましたが、FA-ITソリューションは低調となりました。 

  

 この結果、商事部門の売上高は137億４千万円（前年同期比16.3％増）営業利益は３億９千９百万円（前年

同期比308.2％増）となりました。 

   

（ＩＴ部門） 

①ビジネスソリューション事業 

 ソリューション関係は、運輸、製造業向けシステムは堅調に推移いたしましたが、建設業向けシステム、食

品、流通業向けシステムは低調に推移いたしました。 

 ビジネスシステム関係は、金融系業務関連は低調となりましたが、電力系業務関連は堅調に推移いたしまし

た。   

②エンベデッドシステム事業 

 エンベデッドシステム系（特定機能を実現するための組込みシステム）は専用ボードシステム、公共系業務

関連向けが好調に推移しましたが、カーナビ関連はやや低調に推移いたしました。装置制御を中心としたFAシ

ステム系は低調となりました。また、自社開発の通信制御装置は堅調に推移いたしました。 

③IC設計事業 

 IC設計事業では、CMOSアナログ、マイコン技術などの専門技術力の強化を進めるとともに、当社が得意とす

るアナログ技術をベースとして新規開拓分野での受注の拡大に努めております。 

 半導体市況は回復していますが、開発コストの削減など引き続き厳しい環境のなか、積極的な受注活動行っ

た結果、回復基調で推移いたしました。 

  

 この結果、ＩＴ部門の売上高は11億６千７百万円（前年同期比39.2％増）営業利益は２千８百万円（前年同

期営業損失１億４千８百万円）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（製造部門） 

プリント配線板事業 

 プリント配線板事業は、縮小した相模原工場の生産規模に合わせ、メタルコア、モジュール等特殊基板、超

短納期試作基板などの高付加価値品の受注に絞り込み、福島協栄株式会社との連携を強化し受注拡大に努めて

まいりました。 

 受注面は、相模原工場では車載向けメタル基板が好調となり、モジュール基板も車載関係、AV関係で好調に

推移しましたが、超短納期試作基板は低調となりました。 

 福島協栄株式会社では両面基板が堅調に推移し、多層基板はアミューズメント、車載関係を中心に好調に推

移いたしました。 

 損益面では回復基調ではありますが、引き続き厳しい状況が続きました。 

  

 この結果、製造部門の売上高は15億４千６百万円（前年同期比17.4％増）営業損失は６千２百万円（前年同

期営業損失１億９千９百万円）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ①  資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて５億２千１百万円減少し、363億４千４百

万円となりました。 

・流動資産は、商品及び製品が５億４千８百万円増加しましたが、現金及び預金が８億５千１百万円の減少等に

より、４億２千７百万円減少し、300億４千７百万円となりました。 

・固定資産は、繰延税金資産が２億５千３百万円増加しましたが、投資有価証券３億５千８百万円の減少等によ

り、９千３百万円減少し、62億９千７百万円となりました。 

・流動負債は、賞与引当金の減少等により、８千３百万円減少し、188億７千万円となりました。 

・固定負債は、長期借入金の返済による減少等により、１億７千５百万円減少し、49億１千４百万円となりまし

た。 

 この結果、純資産は２億６千２百万円減少し、125億５千９百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末の

34.8％から0.2ポイント減少し34.6％となりました。 

  

 ②  キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

８億５千１百万円減少し、49億８千２百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の

とおりです。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果、減少した資金は５億２千５百万円となりました。これは主として次の要因によるもので

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

  投資活動の結果、減少した資金は２千９百万円となりました。これは主として固定資産の取得等によるもの

です。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

  財務活動の結果、減少した資金は２億９千５百万円となりました。これは主として長期借入金、ファイナン

ス・リース債務の返済等によるものです。 

  

資金増加要因： 減価償却費 １億２千４百万円

  仕入債務の増加 １億３千３百万円

    

資金減少要因： 賞与引当金の減少 １億５千４百万円

  たな卸資産の増加 ８億４千１百万円

    



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、現時点では平成22年５月12日に公表いたしました数値

から変更ありません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定

しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計基準等の改正に伴う変更   

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適

用しております。なお、これによる損益に与える影響はありません。  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,872,285 6,723,718

受取手形及び売掛金 17,426,539 17,462,426

商品及び製品 5,106,804 4,558,609

仕掛品 762,245 510,803

原材料及び貯蔵品 111,621 111,880

繰延税金資産 477,660 587,124

その他 366,177 594,587

貸倒引当金 △75,561 △73,850

流動資産合計 30,047,772 30,475,299

固定資産   

有形固定資産 2,853,839 2,878,530

無形固定資産 179,680 164,531

投資その他の資産   

投資有価証券 2,024,108 2,382,443

繰延税金資産 300,511 47,381

その他 1,047,906 1,028,506

貸倒引当金 △109,044 △110,610

投資その他の資産合計 3,263,481 3,347,721

固定資産合計 6,297,002 6,390,783

資産合計 36,344,774 36,866,083

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,201,397 13,135,449

短期借入金 2,951,135 2,965,314

1年内返済予定の長期借入金 1,320,000 1,320,000

未払法人税等 36,998 90,326

賞与引当金 137,851 293,126

工事損失引当金 2,856 35,060

その他 1,220,233 1,114,210

流動負債合計 18,870,473 18,953,485

固定負債   

長期借入金 3,585,000 3,790,000

繰延税金負債 364 383

退職給付引当金 737,092 730,076

役員退職慰労引当金 208,966 205,155

その他 382,982 364,411

固定負債合計 4,914,406 5,090,026

負債合計 23,784,879 24,043,511



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,161,819 3,161,819

資本剰余金 3,120,720 3,120,720

利益剰余金 6,859,946 6,871,750

自己株式 △415,765 △415,614

株主資本合計 12,726,719 12,738,675

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 128,002 334,454

為替換算調整勘定 △294,827 △250,557

評価・換算差額等合計 △166,824 83,896

純資産合計 12,559,894 12,822,571

負債純資産合計 36,344,774 36,866,083



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 13,948,360 16,434,866

売上原価 12,868,356 14,803,597

売上総利益 1,080,004 1,631,268

販売費及び一般管理費 1,638,370 1,550,084

営業利益又は営業損失（△） △558,365 81,184

営業外収益   

受取利息 999 849

受取配当金 15,278 20,277

その他 8,136 16,760

営業外収益合計 24,414 37,887

営業外費用   

支払利息 43,824 39,193

為替差損 17,053 18,738

債権売却損 7,237 6,318

その他 13,647 8,533

営業外費用合計 81,763 72,784

経常利益又は経常損失（△） △615,714 46,287

特別利益   

固定資産売却益 － 1,074

貸倒引当金戻入額 5,140 －

特別利益合計 5,140 1,074

特別損失   

固定資産除却損 2,053 148

投資有価証券評価損 － 11,220

特別損失合計 2,053 11,369

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△612,627 35,992

法人税、住民税及び事業税 13,230 19,245

法人税等調整額 201,115 △1,969

法人税等合計 214,345 17,275

少数株主損益調整前四半期純利益 － 18,716

四半期純利益又は四半期純損失（△） △826,973 18,716



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△612,627 35,992

減価償却費 159,120 124,109

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,261 145

賞与引当金の増減額（△は減少） △195,425 △154,951

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △54,546 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,359 7,016

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,935 3,811

受取利息及び受取配当金 △16,278 △21,127

支払利息 43,824 39,193

投資有価証券評価損益（△は益） － 11,220

固定資産除却損 2,053 148

有形固定資産売却損益（△は益） － △1,074

売上債権の増減額（△は増加） 153,463 △45,094

たな卸資産の増減額（△は増加） 355,771 △841,562

仕入債務の増減額（△は減少） 1,093,356 133,740

未収消費税等の増減額（△は増加） 92,201 116,970

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,821 5,210

その他 352,431 149,138

小計 1,382,559 △437,111

利息及び配当金の受取額 15,821 20,857

利息の支払額 △44,059 △39,248

法人税等の支払額 △88,318 △69,792

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,266,003 △525,295

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △1,081 △1,182

有形固定資産の売却による収入 － 1,074

有形固定資産の取得による支出 △6,126 △5,672

無形固定資産の取得による支出 － △16,780

短期貸付けによる支出 － △6,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,208 △29,060

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 2,373,179 2,543,369

短期借入金の返済による支出 △2,357,814 △2,541,113

長期借入金の返済による支出 △255,000 △205,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △107,422 △62,132

自己株式の売却による収入 346 －

自己株式の取得による支出 △250 △151

配当金の支払額 △30,723 △30,521

財務活動によるキャッシュ・フロー △377,684 △295,548

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,441 △1,527

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 897,552 △851,432

現金及び現金同等物の期首残高 4,461,422 5,833,718

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,358,974 4,982,285



該当事項はありません。  

   

 〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

当社の事業区分は、製品の種類、製造方法、販売市場の類似性及び管理区分をもとに、当社グループの事業

実態にあわせて区分しております。 

２．各事業区分の主要製品 

  

〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、各事業部門ごとに取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。 

 したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「商事部

門」、「ＩＴ部門」、「製造部門」の３部門を報告セグメントとしております。 

 「商事部門」は、半導体、電子デバイス、電子材料、FAシステム機器等の販売を行っております。 

 「ＩＴ部門」は、ソフトウェア開発・システム開発、IC設計、及び情報システム機器・電子機器・パッケージソ

フト等の生産・販売を行っております。 

 「製造部門」は、プリント配線板の製造を行っております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
商事部門
（千円） 

ＩＴ部門
（千円） 

製造部門
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  11,811,355  820,928  1,316,076  13,948,360  －  13,948,360

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 1,292  18,108  1,168  20,568 (20,568)  －

計  11,812,647  839,037  1,317,244  13,968,929 (20,568)  13,948,360

営業利益又は営業損失（△）  97,879  △148,009  △199,365  △249,495 (308,870)  △558,365

事業区分 主要製品

商事部門 

各種半導体、マイコンソフト開発、電子デバイス、LED関連機器、電子部品用金属

材料、化成品、ボードアッセンブリ、産業システム機器、工場用設備機械、FA-IT

ソリューション、船舶用救命器具類 

ＩＴ部門 
ソフトウェア開発、システム開発、情報システム機器、電子機器、パッケージソフ

ト、IC設計 

製造部門 プリント配線板、超短納期試作ビルドアップ基板 



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

                                          （単位：千円）  

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

                        （単位：千円）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。  

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  

  

  

  

報告セグメント  

商事部門 ＩＴ部門 製造部門 合計

売上高         

(1）外部顧客への売上高  13,737,732  1,155,149  1,541,984  16,434,866

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  2,420  12,819  4,604  19,844

計  13,740,153  1,167,968  1,546,589  16,454,711

セグメント利益又は損失（△）  399,514  28,226  △62,477  365,264

利益 金額 

 報告セグメント計 365,264

 全社費用（注）   △284,079

 四半期連結損益計算書の営業利益 81,184

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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